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■特集
国有林の「レクリエーションの森について」

国有林野管理課

■美しい森林づくり
「子供たちの未来を育む遊々の森を目指して」

仙台森林管理署

■我が署の隠れた名所
下北森林管理署「猿ケ森埋没林」

も り 
親子で木工製作 苗木の無料配布には今年も長蛇の列が

今年も秋田駅前アゴラ広場で開催、沢山の来場者で賑わいました（詳細は5ページで紹介）
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③
米
代
東
部
森
林
管
理
署
管
内
の
岳
岱

自
然
観
察
教
育
林

「
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」

④
秋
田
森
林
管
理
署
管
内
の
仁
別
自
然

休
養
林

「
歩
道
の
木
道
化
・
東
屋
の
新
設
等
」

⑤
米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支

署
管
内
の
か
ら
み
内
自
然
観
察
教
育
林

「
景
観
対
策
と
し
て
間
伐
の
実
施
」

⑥
庄
内
森
林
管
理
署
管
内
の
高
舘
山
自

然
休
養
林

「
景
観
対
策
と
し
て
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木

処
理
」

⑦
山
形
森
林
管
理
署
管
内
の
千
歳
・
経

塚
山
自
然
休
養
林

「
歩
道
の
修
繕
」

今
後
も
レ
ク
森
に
訪
れ
て
い
た
だ
く

多
く
の
方
々
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
レ
ク
森
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図

る
た
め
順
次
施
設
整
備
、
森
林
整
備
等

に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
北
森
林
管
理
局
、
仁
別
森

林
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内
人
会
及

び
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
（
株
）
秋
田
支
社
の

三
者
に
よ
る
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
協
定
を
締
結
し
、
仁
別
自
然
休
養
林

に
お
け
る
案
内
人
会
の
活
動
支
援
や
、

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
（
株
）
社
員
等
に
よ
る

森
林
整
備
活
動
及
び
社
員
等
を
対
象
と

し
た
森
林
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
レ
ク
森
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
対

策
と
し
て
次
の
と
お
り
計
画
し
て
い
ま

す
。

①
青
森
森
林
管
理
署
管
内
の
眺
望
山
自

然
休
養
林

「
展
望
台
の
新
設
等
」

②
十
和
田
市
の
三
八
上
北
森
林
管
理
署

管
内
の
迷
ケ
平
自
然
休
養
林

「
東
屋
の
新
設
」

一
方
で
、
自
然
探
勝
や
森
林
浴
な
ど
の

利
用
者
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
レ
ク
森
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
と
連
携
し
た
歩
道
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
等
の
施
設
整
備
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
講
師
と
な
っ
て
森
林
教

室
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

林
野
庁
は
、
森
林
浴
、
自
然
観
察
、

野
外
ス
ポ
ー
ツ
等
の
多
様
な
森
林
と
の

ふ
れ
あ
い
の
場
の
提
供
を
通
じ
て
、
豊

か
な
国
民
生
活
の
推
進
に
寄
与
す
る
た

め
、
昭
和
四
十
八
年
に
「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
」
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
（
以
下

「
レ
ク
森
」
と
表
記
。）
は
、
全
国
に
約

千
二
百
個
所
あ
り
そ
の
内
の
約
二
百
個

所
が
東
北
森
林
管
理
局
管
内
に
あ
り
ま

す
。レ

ク
森
は
、
そ
の
設
定
目
的
に
よ
り

次
の
と
お
り
区
分
さ
れ
ま
す
。

国
有
林
全
体
の
レ
ク
森
の
利
用
状
況

は
、
平
成
四
年
の
二
億
四
百
万
人
を
ピ

ー
ク
に
、
平
成
十
年
頃
ま
で
漸
減
傾
向

が
続
き
、
そ
の
後
一
億
五
〜
六
千
万
人

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

利
用
の
傾
向
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩

壊
以
降
、
特
に
ス
キ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
型
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
が
大
き
く
減
退
す
る

特集コーナー

特集コーナー 

aomori
akita iwate

miyagiyamagata

国
有
林
野
管
理
課

〜
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
対
策
〜

国
有
林
の

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」

ボランティアと連携した歩道の
バリアフリー化（青森署）

ボランティアによる森林教室
（後方の建物は仁別森林博物館）
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子供たちの未来を育む
遊々の森を目指して

仙台森林管理署

当
署
管
内
の
「
遊
々
の
森
」
は
、
現

在
三
箇
所
設
定
し
て
お
り
、
そ
の
内
、

二
箇
所
に
お
い
て
協
定
の
有
効
期
間
満

了
に
伴
い
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

を
も
っ
て
更
新
の
協
定
を
締
結
し
た
の

で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
箇
所
の
内
、
最
初
に
設
定
し
た

遊
々
の
森
は
、「
緑
を
守
り
育
て
る
宮

城
県
連
絡
会
議
」
を
相
手
方
と
す
る

「
二
口
学
習
の
森
」
で
、
仙
台
市
馬
場

岳
山
国
有
林
に
平
成
一
六
年
に
設
定
。

続
い
て
、
仙
台
市
蒲
沢
山
国
有
林
に

「
里
山
ね
っ
と
赤
坂
」
を
相
手
方
と
す

る
「
蒲
沢
里
山
体
験
の
森
」
を
平
成
一

七
年
に
設
定
。
更
に
平
成
一
八
年
に
は
、

七
ヶ
宿
町
刈
田
嶽
国
有
林
に
七
ヶ
宿
町

を
相
手
方
と
す
る
「
癒
し
と
学
習
の
森
」

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
協
定
を
更
新
し
た
の
は
、

「
二
口
学
習
の
森
」
と
「
蒲
沢
里
山
体

験
の
森
」
の
二
箇
所
で
あ
り
、
両
団
体

と
も
「
遊
々
の
森
」
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、

様
々
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
緑
を
守
り
育
て
る
宮
城
県
連
絡
会

議
」
で
は
、
森
林
教
室
や
森
の
案
内
人

を
養
成
す
る
講
座
の
開
催
、
歩
道
の
整

備
等
を
実
施
し
て
お
り
、
遊
々
の
森
の

フ
ィ
ー
ル
ド
以
外
で
も
、
山
を
見
る
会

な
ど
の
自
然
観
察
会
の
開
催
や
下
刈
り

の
林
業
体
験
活
動
な
ど
積
極
的
な
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
里
山
ね
っ
と
赤
坂
」
で
は
、
枝
打

ち
体
験
、
町
内
会
や
地
元
小
学
校
と
連

携
し
て
の
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
等
の
イ
ベ

ン
ト
実
施
、「
蒲
沢
山
植
物
図
鑑
」
の

刊
行
、
ま
た
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
散
乱

ゴ
ミ
の
収
集
等
に
も
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
七
ヶ
宿
町
の
「
癒
し
と
学
習

の
森
」
に
つ
い
て
は
、
案
内
看
板
や
誘

導
標
識
の
設
置
を
行
い
、
本
格
的
利
用

に
向
け
て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

「
遊
々
の
森
」
は
、
多
様
性
に
富
み
、

豊
か
な
森
林
環
境
を
有
す
る
国
有
林
を

継
続
的
に
体
験
活
動
が
展
開
で
き
る
場

と
し
て
提
供
す
る
制
度
で
す
。
ネ
イ
チ

ャ
ー
ゲ
ー
ム
等
の
森
林
で
の
遊
び
、
植

生
調
査
や
野
生
動
植
物
の
観
察
等
の
森

林
学
習
、
植
林
や
枝
打
ち
等
の
林
業
体

験
を
通
じ
て
、
自
然
の
大
切
さ
な
ど
を

学
び
な
が
ら
、
子
ど
も
達
の
人
格
形
成

や
生
き
る
力
を
育
む
場
と
し
て
、
積
極

的
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

七ヶ宿町：「癒しと学習の森」看板

緑を守り育てる宮城県連絡会議：遊歩道整備

里山ねっと赤坂との協定更新
（写真左が高原署長）

里山ねっと赤坂：枝打ち体験



い
く
ら
山
に
入
っ
て
見
回
し
た
と
こ
ろ

で
、
林
分
の
面
積
、
枯
れ
木
の
位
置
や

量
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
把
握
時
間
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る

ほ
ど
、
防
除
不
要
な
木
ま
で
抽
出
し
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。

松
枯
れ
は
恐
ろ
し
い
。
し
か
し
人
間

の
記
憶
力
は
乏
し
く
、
見
渡
す
限
り
の

松
枯
れ
が
生
々
し
い
光
景
を
晒
し
て
い

て
も
、
や
が
て
十
年
も
経
つ
と
幹
も
朽

ち
て
倒
れ
視
界
か
ら
松
が
消
滅
し
て
し

ま
い
ま
す
。
松
が
な
く
な
り
見
通
し
が

良
く
な
る
と
絶
景
？
と
感
じ
る
人
も
い

る
で
し
ょ
う
。
こ
の
間
に
も
、
子
供
達

は
大
人
に
な
り
世
代
が
交
代
し
て
い
き

ま
す
。

す
で
に
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が

日
本
に
侵
入
し
て
約
百
年
、
様
々
な
研

究
が
な
さ
れ
、
松
枯
れ
の
機
構
も
解
明

さ
れ
、
各
地
で
大
が
か
り
な
防
除
対
策

が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
分
布
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原

因
の
一
つ
が
防
除
対
策
の
難
し
さ
で

す
。
対
策
の
決
め
手
は
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
が
産
卵
し
た
枯
れ
木
（
要

防
除
木
）
を
如
何
に
見
つ
け
、
駆
除
す

る
か
で
す
。
こ
の
枯
れ
木
を
見
つ
け
る

こ
と
が
実
は
容
易
で
は
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
最
適
な
時
期
に
上
空
か
ら

航
空
写
真
を
撮
影
し
、
最
新
の
技
術
で

精
密
な
画
像
（
精
密
オ
ル
ソ
画
像
）
を

作
成
し
ま
す
（
写
真
１
）。
こ
れ
に
よ

り
一
本
一
本
の
樹
木
が
手
に
取
る
よ
う

に
把
握
で
き
、
し
か
も
位
置
が
ほ
ぼ
四

十
cm
の
誤
差
で
計
測
で
き
ま
す
。
こ
れ

を
判
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
こ
に
、

ど
れ
だ
け
の
要
防
除
木
が
あ
る
の
か
が

一
目
瞭
然
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
方
法

を
用
い
れ
ば
現
地
で
の
予
備
調
査
も
不

要
に
な
り
、
す
ぐ
に
見
積
も
る
こ
と
も

可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。
現
場
で
作
業

す
る
人
も
、
こ
の
情
報
を
使
っ
て
林
内

で
迷
う
こ
と
な
く
す
み
や
か
に
要
防
除
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【森のお話】 

山
に
入
る
前
に
す
で
に

ど
こ
に
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る

―
航
空
写
真
オ
ル
ソ
を
活
用
し
た
マ
ツ
ク
イ
対
策
法
―

中
　
北
　
　
　
理

独
立
行
政
法
人
　
森
林
総
合
研
究
所
　
東
北
支
所
　
研
究
調
整
監

コラム【森のお話】

木
に
辿
り
着
く
事
が
で
き
ま
す
。
自
律

航
行
型
の
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
え

ば
、
広
い
範
囲
を
効
果
的
に
単
木
で
管

理
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
（
写

真
２
）。

「
精
密
オ
ル
ソ
画
像
」
を
作
成
す
る

こ
と
は
、
管
理
す
る
人
、
現
場
で
作
業

す
る
人
の
す
べ
て
に
有
効
な
方
法
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
日
本
で
こ
そ
発

揮
で
き
る
最
新
技
術
を
活
用
し
た
省
力

的
で
高
い
効
率
の
防
除
法
は
、
松
枯
れ

以
外
に
も
活
用
で
き
ま
す
。
様
々
な
実

利
用
に
む
け
て
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
と
森
林
総
合
研
究
所
は
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

写真1 GoogleEarth上に貼り付けられた精密オルソ画像（岩手県紫波町）
（数値は、写真判読で得られた要防除木の位置）

写真2 精密オルソ画像から判読した位置情報で無人飛行するヘリ
（秋田県立大周辺）



ん
ぐ
り
を

使
っ
た
作

品
作
り
を

手
伝
い
、

上
々
の
出

来
映
え
に

子
ど
も
達

の
大
き
な

歓
声
が
会

場
一
杯
に

響
き
渡
っ

て
い
ま
し

た
。ま

た
、

青
森
ヒ
バ
の
木
工
品
を
中
心
と
し
た
ブ

ー
ス
で
は
、
青
森
ヒ
バ
に
含
ま
れ
る
ヒ

ノ
キ
チ
オ
ー
ル
の
心
地
よ
い
香
り
を
漂

わ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
、「
と
て
も

良
い
香
り
で
す
。」
と
関
心
を
寄
せ
て
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恒
例
の
「
森も

林り

の
市
」
が
五
月
九
日

（
土
）
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
前
の
ア
ゴ
ラ
広
場

周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
森
林

管
理
局
で
は
一
般
市
民
の
皆
さ
ん
に
森

林
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
、
森

林
・
林
業
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
挨
拶
に
立
っ
た

山

局
長
は
、「
今
日
一
日
、
森
林
の

恵
み
や
木
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
大
い

に
自
然
を

体
感
し
て

下
さ
い
。」

と
述
べ
、

先
着
二
百

五
十
名
に

「
コ
ブ
シ
」

が
プ
レ
ゼ

ン

ト

さ

れ
、
森
林

の
市
が
ス

タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
出
店
さ
れ

た
、
森
林
管
理
署
や
関
係
団
体
等
が
持

ち
込
ん
だ
旬
の
山
菜
や
木
製
テ
ー
ブ

ル
、
ま
な
板
、
木
馬
等
の
木
工
品
や
山

野
草
等
が
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
ま

し
た
。
木
工
製
作
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
局

職
員
が
中
心
と
な
り
製
作
指
導
し
、
多

く
の
親
子
連
れ
で
人
気
と
な
り
、
準
備

し
た
全
て
の
木
工
キ
ッ
ト
が
あ
っ
と
い

う
間
に
製

作
に
入
っ

て
い
ま
し

た
。
ク
ラ

フ
ト
コ
ー

ナ

ー

で

は
、
仁
別

森
林
博
物

館
案
内
人

会
の
メ
ン

バ
ー
が
大

勢
の
子
ど

も
達
に
ど

女子高生による緑の募金活動

も り 

秋田駅前に木の香り漂う！

指導普及課

い
ま
し
た
。

出
店
者
か
ら
は
、「
今
年
は
山
菜
が

遅
れ
て
い
た
の
で
森
林
の
市
に
丁
度
間

に
合
っ
た
。
良
く
売
れ
ま
し
た
。」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
、
木
工
品
を
購
入
し

た
方
々
か
ら
は
、「
木
製
テ
ー
ブ
ル
が

安
価
に
購
入
出
来
て
ラ
ッ
キ
ー
で
し

た
。」、「
駅
前
で
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で

山
の
幸
や
木
に
触
れ
ら
れ
て
幸
運
で
し

た
。」
な
ど
の
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

今
年
も
昨
年
同
様
（
六
千
人
）
の
来

場
者
が
あ
り
、
緑
の
募
金
に
も
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
出
店
側
の
皆
さ
ん

に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご

来
場
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
御

礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

職員の指導を受け、親子で木工製作

子供連れに人気のクラフトコーナー

旬の山菜販売に大勢の人が

親子で木とのふれあい

～山菜最盛期大勢の人で賑わう～
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森
林
づ
く
り
に
協
力
を
呼
び
掛
け

〜
緑
の
街
頭
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜

総
務
課

四
月
二
十
五
日
、
県
民
の
緑
化
意
識

の
高
揚
と
緑
の
募
金
運
動
へ
の
参
加
を

促
す
た
め
、
秋
田
県
、
秋
田
市
緑
化
推

進
委
員
会
主
催
、
東
北
森
林
管
理
局
等

が
後
援
の
「
緑
の
募
金
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

指
導
普
及
課

仁
別
森
林
博
物
館
来
館
者

が
五
千
人
突
破

秋
田
森
林
管
理
署

秋
田
署
の
新
庁
舎
が
完
成

募金者へ苗をプレゼントする山 局長

平
成
二
十
一
年
四
月
十
日
、
秋
田
森

林
管
理
署
の
新
庁
舎
の
披
露
式
に
地
元

関
係
者
外
四
十
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

旧
庁
舎
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
建
造

さ
れ
た
も
の
で
、
長
い
年
月
に
渡
り
当

地
域
の
国
有
林
の
管
理
経
営
の
要
と
し

て
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

旧
庁
舎
を
解

体
し
建
て
ら
れ

た
新
庁
舎
は
、

木
造
一
部
二
階

建
て
、
延
べ
床

面
積
は
五
百
四

十
七
㎡
で
、
一

階
が
事
務
室
、

署
長
室
等
と
な

っ
て
お
り
、
二

階
が
会
議
室
、
書
庫
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。新

庁
舎
の
特
徴
と
し
て
は
、
木
材
の

利
用
促
進
を
図
る
上
で
、
床
や
壁
等
を

含
め
、
合
法
性
が
証
明
さ
れ
た
木
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

完成した秋田署新庁舎

玄関の天井に使用した旧庁舎の
天然秋田スギ

木々の間から見える空色
をイメージ

仁
別
森
林
博
物
館
で
は
、
五
月
五
日
、

昨
年
五
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
降
の
来

館
者
が
記
念
す
べ
き
五
千
人
を
達
成
し

ま
し
た
。
開
館
が
十
一
月
三
日
ま
で
の

実
質
六
ヶ
月
間
（
週
四
日
間
開
館
）
で

の
五
千
人
目
の
来
場
と
な
っ
た
の
は
、

家
族
４
人
で

来
ら
れ
た
秋

田
市
内
の
沢

田
柊
真
（
し

ゅ
う
ま
）
君

三
歳
で
す
。

達
成
を
待
ち

望
ん
で
い
た

局
指
導
普
及

博物館関係者と達成を記念して

ー
ン
」
が
、
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
前
ア
ゴ
ラ
広

場
を
主
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
天
候
で
し
た

が
、
開
会
式
後
の
募
金
活
動
で
は
、
緑

の
募
金
・
森
林
づ
く
り
大
使
の
「
森
っ

ち
」
も
参
加
、
行
き
交
う
市
民
に
対
し
、

募
金
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

当
局
か
ら
参
加
し
た
山

局
長
と
高

倉
指
導
普
及
課
長
は
第
二
会
場
の
秋
田

駅
西
口
ポ
ポ
ロ
ー
ド
へ
移
動
、
緑
の
少

年
団
と
一
緒
に
緑
の
募
金
の
呼
び
掛
け

を
行
い
、
協
力
頂
い
た
方
々
へ
、
パ
ン

ジ
ー
や
キ
ン
セ
ン
カ
な
ど
の
花
の
苗
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

課
の
担
当
者
か
ら
「
皆
さ
ん
が
来
館
五

千
人
目
で
す
」
と
告
げ
ら
れ
る
と
ビ
ッ

ク
リ
し
た
様
子
で
、
記
念
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
る
と
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

案
内
人
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
記
念
撮

影
を
し
、
無
事
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
十
五
日
か
ら
は
初
め
て

の
企
画
展
と
し
て
「
山
菜
展
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
仁
別
森
林
博
物
館
周
辺
で

見
る
こ
と
の
で
き
る
山
菜
の
写
真
と
一

部
現
物
で
紹
介
し
ま
す
。
是
非
お
出
か

け
下
さ
い
。

使
用
す
る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
取
り

入
れ
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
配
慮
し

ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
室
、
玄
関
ホ
ー
ル
の
壁

に
ス
ギ
の
角
材
を
取
り
付
け
、
色
を
加

え
る
な
ど
、
木
と
密
接
に
関
係
の
あ
る

日
本
の
四
季
を
建
物
に
取
り
込
み
、
ス

ギ
を
引
き
立
た
せ
た
り
、
旧
庁
舎
の
天

然
秋
田
ス
ギ
を
玄
関
ホ
ー
ル
の
天
井
や

署
長
室
の
壁
に
再
利
用
す
る
な
ど
歴
史

と
ぬ
く
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
庁
舎
と
な

り
ま
し
た
。
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下
北
森
林
管
理
署

下
北
署
モ
ニ
タ
ー
依
頼
式

を
実
施

真
室
川
梅
ま
つ
り

最
上
支
署

当
署
で
は
、
開
か
れ
た
「
国
民
の
森

林
」
に
ふ
さ
わ
し
い
管
理
経
営
の
推
進

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
度
よ

り
、
森
林
管
理
局
の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
選
出
さ
れ
た
方
に
、
そ
の
年
を

初
年
度
と
し
て
「
下
北
森
林
管
理
署
モ

ニ
タ
ー
」
を
三
年
間
依
頼
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
当
署
管
内
在
住
の
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
「
モ
ニ
タ
ー
を

も
っ
と
長
い
期
間
行
っ
て
、
国
有
林
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
。
ま
た
、
国

有
林
の
行
事
に
も
っ
と
積
極
的
に
参
加

し
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
、

当
署
と
し
て
も
、
よ
り
国
有
林
の
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、
様
々
な
意
見
を
聞

き
た
い
と
考
え
た
こ
と
か
ら
、
下
北
署

モ
ニ
タ
ー
を
依
頼
す
る
こ
と
と
し
た
も

の
で
す
。

四
月
二
十
一
日
に
、
平
成
二
十
一
年

度
「
下
北
森
林
管
理
署
モ
ニ
タ
ー
」
の

依
頼
式
な
ら
び
に
当
署
の
取
組
内
容
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
民

法
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
が
取
材
に
訪
れ

る
中
、
今
年
度
新
た
に
モ
ニ
タ
ー
と
な

っ
た
浜
田
栄
子
さ
ん
か
ら
は
「
ヒ
バ
や

ブ
ナ
が
生
き
生
き
と
成
長
し
て
い
け
る

森
づ
く
り
を
提
案
し
て
行
き
た
い
と
応

募
し
ま
し
た
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
と
し
た
行

事
に
つ
い
て
は
、
署
主
催
行
事
へ
の
案

内
の
ほ
か
、
年
間
数
回
程
度
、
森
林
整

備
の
状
況
や
治
山
事
業
な
ど
当
署
に
お

け
る
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
実

際
に
現
地
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
な

が
ら
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

当
署
と
し
て
は
、
下
北
署
モ
ニ
タ
ー

の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
の
国

有
林
野
事
業
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を

図
る
と
共

に
、
モ
ニ
タ

ー
の
方
々
か

ら
の
意
見
や

要
望
を
こ
れ

か
ら
の
管
理

経
営
に
役
立

て
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

下北署モニターへ当署の取組内容などに
ついて説明

四
月
二
十
六
日
、
真
室
川
町
梅
林
公

園
に
お
い
て
、
第
三
十
七
回
「
真
室
川

梅
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
梅
ま
つ
り
に
対
し
て
当
署
で

は
、
国
有
林
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
植
菌

済
み
の
「
椎
茸
ミ
ニ
ほ
だ
木
」
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
だ
木
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
参
加

者
か
ら
大
好
評
を
得
て
お
り
主
催
者
の

強
い
要
望
を
受
け
て
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
小
学
生
の
参
加
者
も
多

く
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ほ
だ
木
を
両

手
に
抱
え
、
大
喜
び
で
家
族
の
も
と
へ

走
っ
て
い
く
姿
な
ど
ほ
ほ
え
ま
し
い
光

景
や
、
お
礼
の
言
葉
と
と
も
に
「
大
切

に
育
て
ま
す
」
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

「
梅
ま
つ
り
」
は
真
室
川
町
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も

地
域
住
民
と

と
も
に
参
画

し
、
国
有
林

の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
き
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

大好評のほだ木プレゼント

～森の仲間の裏話　2～ 

へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ 
朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター所長　青山　一郎 

　カシラダカの夏羽。冬の雌雄同じ姿から、春には雄が変身。
繁殖に向けて衣替えで心機一転、と思われがちですが、見か
けの艶やかさとは裏腹に、実はこれ、冬羽の毛先が擦り切れ
たジャンクファッションです。同じに見える冬羽もめくれば夏
の色が見えるので雄雌が判ります。 
　小鳥類では一般的に秋には全身、春には部分的に羽が生え
替わります。 
　一方、大型猛禽類の換羽は数年で一巡。生え替わりがゆっ
くりなので抜けてる位置で短期的な個体識別が可能。「こい
つ、ここまで来た」等が判ります。 

カシラダカ（右：♂夏羽、左上：冬羽） 
左下：コジュリン♂冬の頭羽 
（先端のバフ色が擦り切れると黒くなる） 

衣替え？
 

換羽のは
なし 衣替え？
 

換羽のは
なし 

クマタカ幼鳥 
両翼の初列風切P2が欠損 

披
露
式
に
出
席
し
た
山

局
長
か
ら

は
、「
新
庁
舎
の
完
成
を
機
に
、
改
め

て
、
林
業
・
木
材
産
業
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
産
業
の
発
展
や
、
森
林
の
持
つ

公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
に
貢
献
し
、

開
か
れ
た
、
親
し
み
の
あ
る
国
有
林
と

な
る
よ
う
、
職
員
一
同
、
一
層
の
研
鑽

を
重
ね
、
努
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
す

る
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
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期　　　日 平成２１年６月１３日（土）
実 施 場 所 山形県西川町大井沢自然博物館・カッチャバ湿原

（日本一小さいハッチョウトンボの観察、大井沢森林公園散策等）
募 集 人 員 30名程度
参加対象者　小中学生の親子
参　加　費 大人300円、子供200円
集 合 場 所　山形県西川町大井沢自然博物館前
集 合 時 間　９：５０

申込み締切　６月５日（金）
そ　の　他 昼食は持参してください
【参加申込みお問い合わせ】
朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター
山形県鶴岡市下名川字落合3                 
電 話：０２３５－５８－１７３０
ＵＲＬ：http://www.fureai-kokuyurin.jp/ 

「カッチャバ（合戦場）湿原で初夏の昆虫観察」イベント名

期　　　日 平成２１年６月１４日（日）
実 施 場 所 秋田県八峰町ぶなっこランド、二ツ森
募 集 人 員 20名
申込み締切　５月２７日（水）

「新緑の白神山地での二ツ森登山」イベント名

期　　　日 平成２１年６月２７日（土）
実 施 場 所 秋田県藤里町田苗代湿原、藤里駒ヶ岳
募 集 人 員 20名
申込み締切　６月１０日（水）

「深緑の白神山地での藤里駒ヶ岳登山」イベント名

期　　　日 平成２１年６月１４日（日）
実 施 場 所 青森県つがる市　ベンセ湿原　中泊町
募 集 人 員 20名
参　加　費 大人2,000円（バス代・傷害保険料含む）
出　発　地　青森市沖館１丁目 8：00出発（旧青森グリーン会館跡地）
そ　の　他 昼食は持参してください

【参加申込みお問い合わせ】
津軽白神森林環境保全ふれあいセンター
青森県西津軽郡鯵ケ沢町大字米町25-2
電話：０１７３－７２－２９３１
ＵＲＬ：http://www.tugarushirakami-kokuyurin.jp/ 

参　加　費 大人3,500円、子供2,000円（中学生以下）（保険料、記念写真代含む）
申込み方法　往復はがきに、「イベント名」を明記の上、住所、氏名、年齢、電話番号を

記入し、下記までお申し込み下さい。（応募多数の場合は抽選となります）
そ　の　他 昼食は持参してください

【参加申込みお問い合わせ】
藤里森林センター　住所：秋田県山本郡藤里町藤琴字大関添24-3

電話：０１８５－７９－１００３
ＵＲＬ：http://www.shirakami.or.jp/̃fujisatofc/ 

「花の湿原での野鳥観察と不動の滝を観る」イベント名

不動の滝

コヨシキリ
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神室山の麓に在る金山町は美しい景観の保

持や地域産業の活性化を目的とした「街並み

景観条例」として「街並み景観づくり100年

運動」を展開している町です。

これは100年をかけて自然と調和した美し

い街並みをつくっていこうというものであり、

白壁と切り妻屋根をもつ、在来工法で建てら

れた家々が立ち並びどこか懐かしい雰囲気の

ある町並みです。

また里山にある大杉の美林は世界最大級の

貯蓄量を誇るとも言われています。

私の所属する森林事務所も町との関わりを

大切にしており、各種会議や行事等に参加し

ています。

山形森林管理署　最上支署　金山森林事務所

佐藤　智博

神室山麓名物

「大杉の美林」と「ひっぱりうどん」

森林官からの投稿

水源会議では搬出等により発生する泥水や

豪雨増水時の対策等を確認しており、普段の

巡視でも山のみならず沢・川の点検を行って

いるところです。

また、町有林監視人としても位置づけられ

ており国有林の垣根を越え町の森林全体の監

視をしています。

通常業務では基職４人臨時１人の５人体制

で除伐や収穫調査、管理業務等に日々励んで

いるところです。

お昼には皆でうどんを食べることが多く、

トリモツ・卵納豆の入ったつけダレに釜揚げ

うどんの要領で食します。

最上地方では「ひっぱりうどん」と言うそ

うで隠れた名物です。是非皆さんにも味わっ

てもらいたい一品です。

最上支署全体ではナラ類集団枯死被害の拡

大を防ぐために被害木への薬剤注入や被害箇

所ではフェロモン剤による誘因捕殺を行って

おり、金山管内でも昨年から被害が発生して

いるため今後も巡視や調査で見落としがない

よう努めて行く考えです。その他の事業と合

わせて、森林の適切な保全管理を行い、地域

の皆さんから信頼され愛される国有林をアピ

ールしていきたいです。

町の中心地にある大堰

神室ダム湖から神室山を望む

大美輪の杉美林



お問い合わせ先 

下北森林管理署

（見所の概要）
青森県の下北半島東部に位置する東通村に

は、太平洋岸に沿って約15Kmにわたり猿ヶ
森砂丘が続いています。
かつて下北半島はヒバの大森林地帯でした

が、数千年前から断続的に海から砂が打ち上
げられ、立ち枯れたヒバは、飛砂に埋まって
しまいました。その一部が猿ヶ森ヒバの埋没
林として姿を現し、周囲を覆う松林と埋もれ
立枯れたヒバがマッチした不思議な世界を創
っています。
静まり返った松林の中に不釣り合いなその

姿が、はるか昔の物語を伝えようとしている
ようです。
なお、特定地理等保護林の「猿ヶ森ヒバ埋

没林」は、800年～1,000年以前に埋没した
ヒバが直立したまま砂に埋もれており、県指
定自然環境保全地域にもなっています。

・むつ市内から国道338号線に入り案内標識を見な
がら車で40分。駐車場に車を止めて松林の中を徒歩
５分。

〒035－0041 青森県むつ市金曲1-4-6
電話番号：050－3160－5885 FAX：0175-22-1134
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交通アクセス


